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今回は地球の運動速度と同じ速度で、この実験
装置も動いてしまっている、というモデルなのである。
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行きも帰りも大きさの関係は同じになる
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｢ーおとす装置を90°回転させると下図の経路での干渉と
なる｡
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1、¾ 補 足 この実験の結果と相対性理論
問題文にあるように、この実験では想定した結果が表れなかった。
そこでアインシュタインは「光速不変の原理」を提唱した。

地球外の人視点
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こ こ が U = で一-1/02ではなくCとなると考える

光速不変の原理は、上図のように、同じ現象をちがう
視点で見たときどの観測者から見ても光速での大きさは
同じになるという原理である。
そうすると、装置を90°回転させても、Uに変化はなく、干渉
の様子が変化しない実験結果に説明がつくのである。
ただし、作図した通り、相対速度の大きさは地球外の人視点の

継とをとるなかでのか？き！と？だよって
時間のすすむはやさがちがう、ということで補正されている。地球上の人から見た
ときの時間のすすみは地球外の人に比べてゆったりしているのである。
これが相対性理論の基石楚となっている。


